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【目的】

日常生活を送る上で、不安や憂うつな気分に

陥ったり、物事に集中できなくなったりするこ

とは少なくない。「学生の健康白書2005」（学生

の健康白書作成に関する特別委員会、2008）に

よると、約１割から半数近くの大学生の心身の

健康状態、すなわち精神的健康に様々な問題が

生じていることが読み取れる。

これまでの研究から、大学生の精神的健康を

低下させる要因の一つには対人ストレスイベン

トの影響があると言える。しかし､その影響は、

個人が行う対人ストレスコーピングの違いによ

って左右されると考えられることから、対人ス

トレスコーピングの実行に関与する心理的変数

について、さらに明らかにしていくことは重要

であると考える。

また、対人ストレスコーピングは精神的健康

にそれぞれ異なった影響を及ぼすことが明らか

にされている。したがって、精神的健康に影響

を及ぼすとされるアサーションや社会的スキル

が対人ストレスコーピングに関与するのであれ

ば、これらが精神的健康に影響を及ぼす過程に

ついて、さらに明らかにできるのではないかと

考える。

そこで本研究では、アサーションと社会的ス

キルを対人ストレスコーピングの実行に関与す

る心理的変数と考え、これらが対人ストレスコ

ーピングに影響を及ぼすかどうか検討する。ま

た、アサーションと社会的スキル及び対人スト

レスコーピングがそれぞれ精神的健康に影響を

及ぼすかどうか検討する。

【方法】

調査協力者は、北星学園大学に在籍する大学

1~３年生で、欠損値があった者を除く計８５名

（男性２２名、女性６３名）を分析対象とした。

平均年齢は20.09歳､標準偏差は４．５２であった。

８

調査は、２０１２年１１月下旬に実施し、性別．

年齢・学年について回答させたフェイスシート

のほか、以下の尺度を用いた。

①青年用アサーション尺度（玉瀬ら、2001）

②KiSS-18（菊池、1988）

③大学生用対人ストレスコーピング尺度(加藤、

2000)の各因子から５項目ずつを選定した計

１５項目

④一般健康調査票（ＧＨＱ）１２項目版（中杉、
1981）

【結果と考察】

まず、それぞれの尺度について、因子ごとの

項目、あるいは全ての項目の得点を合計し、尺

度得点を算出した。

目的に従ってモデルを作成し、共分散構造分

析によるパス解析を行った。しかし、ほとんど

のパスが有意ではなく、モデルの適合度も低か

ったため、適宜修正を行い、より適合度の高か

ったモデルを採用した。

その結果、アサーションと社会的スキルが対

人ストレスコーピングに及ぼす影響については、

アサーションの関係形成からポジティブ関係コ

ーピングヘの正の影響以外はいずれも有意では

なかったことから、概ね認められなかったと言

える。また、アサーションと社会的スキル及び

対人ストレスコーピングが精神的健康に及ぼす

影響についても、社会的スキルからＧＨＱへの

負の影響以外はいずれも有意ではなかったこと

から、概ね認められなかったと言える。

本研究における問題点としては、まず、調査

協力者数の少なさがあげられる。また、男女別

に検討することで影響の違いが見られる可能性

も考えられる。したがって、今後は、調査協力

者数をさらに増やし、また男女の人数比も考慮

した上で、改めて検討してみる必要があると考

える。

（指導教員豊村和真教授）


